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研究分野

・電動航空機の市場、ビジネスモデルの研究 

・航空機の信頼性管理、品質管理、安全管理 

キーワード

電動航空機による空の移動革命、地方空港の活性化、航空安全 

研究概要

日本には 96 の空港が存在しているが、十分な利活用がなされていない地方空港が多数存在します。それら

の空港を活性化する方策として電動航空機を使ったオンデマンド航空輸送（エアータクシー等）や新たな地

域航空のビジネスモデルを研究 

研究シーズ、テーマの内容

(1) オンデマンド航空輸送に適した電動航空機の研究 

(2) 日本におけるオンデマンド航空輸送の需要予測 

(3) 電動航空機を使ったエアータクシービジネスの事業化 

(4)  地域航空における新たなビジネスモデルの研究 

(5) 脱炭素を目指した水素エネルギー推進航空機の研究

研究業績

首都大学、首都大学東京産業大学院大学、崇城大学、名古屋大学での特別講演や、日本航空宇宙学会飛

行機シンポジウムでの講演 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

新都市交通システム（Urban Air Mobility） 「空飛ぶタクシー」が近い将来日本でも現実となりま

す。今までの航空業界での実務経験を活かし、より

安全で、収益性の高い事業化を目指したいと考えて

います。 

提供可能な設備機器
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研究分野 

内燃機関（ディーゼルエンジン、ガソリンエンジン）に関する研究 

キーワード

ディーゼルエンジンのエネルギーマネージメント、カーボンニュートラル燃料

研究概要 

温室効果ガスの低減が強く求められているなか、内燃機関（ディーゼルエンジン、ガソリンエンジン）において

もさらなる正味熱効率の向上やカーボンニュートラル燃料の使用などが検討されている。内燃機関研究室で

は、エンジンの正味熱効率向上に向けたエネルギーマネジメントおよびカーボンニュートラル燃料の可能性

について検討している。 

研究シーズ、テーマの内容 

(1)ディーゼルエンジンのエネルギーマネジメント

図 1 に示す自動車用小型ディーゼルエンジンベン

チを用いて、エンジン冷却水の温度および流量がエ

ンジンの正味熱効率に及ぼす影響について調査し

ています。また、ニューラルネットワークを用いたエン

ジンの摩擦平均有効圧力（FMEP）の予測モデルを

作成し、燃焼に関する因子（熱発生率パターンや燃

焼位相）が FMPE に及ぼす影響も調査しています。

(2)カーボンニュートラル燃料の可能性に関する検討

内燃機関においてカーボンニュートラルを達成するためには、植物由来のバイオディーゼル燃料の使用や

水素、アンモニアの利用が検討されている。本研究室では、自動車用小型ディーゼルエンジンベンチを用い

たカーボンニュートラル燃料がエンジン性能に及ぼす影響を検討していく。 

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1. The effect of combustion type on exhaust emissions and thermal efficiency at partial load operating

condition in the heavy duty diesel engines

(Mechanical Engineering Journal 7(4) 19 - 00626 2020 年)

2. 高過給ディーゼルエンジンにおける冷却損失低減が排熱回生システムによる熱効率改善ポテンシャルに

及ぼす影響

（自動車技術会論文集 48(1) 13 - 20 2017 年 1 月）

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ 

(共同研究)㈱新エィシーイーとディーゼルエンジンの

高効率化に関する研究を実施中 

カーボンニュートラル燃料のエンジン性能（出力、正

味熱効率）などに関してご相談ください。（燃料の種

類によってはご協力できない場合がございます。）

提供可能な設備機器 

なし 

図 1 自動車用小型ディーゼルエンジン 


